





























































































































































































































































































































































































　しかし2015年 8 月に呼吸器内科医師 1名が着
任、2015年症例は年間46件と増加、2016年 4 月
には呼吸器内科、外科医師 3名着任され、2016
































































なる領域別実習 2回目に 2件、 3回目 3件、 6
回目 1件、 9回目 1件、最後の統合実習では 4
件の報告があった。平成26年度入学生では 2回
目に 7件、 3回目 6件、 7回目 1件と減少して






























































































































































































































Revascularization Endarterectomy vs. Stenting 
Trial）、ACT- 1 （Asymptomatic Carotid 
Trial）といった頚動脈内膜剥離術（CEA; 
carotid endarterectomy）に対するCASの非劣
性を証明した大規模試験の報告が続いており、
CASを安全に行うことの重要性が増している。
当科でも近年CAS症例が徐々に増えてきてお
り、術後合併症を回避するために行っている対
策、治療後の経過など、現時点での状況につい
て報告する。
27． 当院におけるドクターヘリの役割
 循環器内科
 永野　　優　　藤尾　栄起
 幡中　邦彦　　内藤洋一郎
 増田　拓郎　　山田　隆史
 向原　直木
　当院では2014年からドクターヘリの受け入れ
を本格的に開始し、年間10件程度の搬送を受け
入れている。特に2016年は循環器疾患の搬送が
多く、全 7件中 5件が循環器疾患であった。そ
の全てで良好な予後を得られている。循環器疾
患は早期の対応によって良好な予後が期待でき
る疾患も多く、ドクターヘリが救命の連鎖の一
翼を担っていると言える。
　今回、ドクターヘリを介した救命の連鎖に
－64－
よって社会復帰を果たした一例を紹介し、当院
でのドクターヘリの受け入れの現状とその経過
について報告する。
